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事業主体 仙台市 建設局 道路部

ふりがな せんだいし

実施都市名 仙台市

事業概要
（400字以内）

(都)元寺小路福室線は，仙台市中心部と東部の工業・流通地域を結ぶ延長8.24kmの重要な骨格幹線道路であり，そ
の一部を担う宮城野橋は，鉄道を跨ぎ仙台の東西を結ぶとともに，その形状よりX(エックス)橋の愛称で古くから市民に
親しまれてきた。
本事業は，歩道がなく片側1車線であった宮城野橋と，橋に架かるペデストリアンデッキを架け替えたものである。
新幹線と在来線の上下間に挟まれ，かつ商業ビル等が密集した都市部の現場制約や，東北一の列車運行に対する
作業時間制約の中，施工工夫により工期短縮や交通規制見直しを行い，地域への影響を抑えながら竣工させた。
事業を進めるにあたっては，地域の意見を踏まえ，旧橋の石材の利活用や，レンガタイル張の景観配慮，Ｘのデザイ
ン照明灯等を取り入れ，地元主体で完成式典が催される等，東西地域が一体となる地域交流や賑わいが創出され，X
橋の約100年の歴史と現代を繋ぐ大きな架け橋として生まれ変わった。

事業規模
○事業延長： L=393.5ｍ （橋梁区間L=193.0m） ○幅員： W=34.3～63.0ｍ （橋梁区間W=34.3m）

○事業費： 約62億円 ○事業期間： 平成22～30年度

事業の目的

仙台駅周辺地区の渋滞緩和や東西連絡機能強化を図るとともに，歩道整備による歩行者等の安全性と利便性の向
上を目的に実施した。さらには，仙台市中心部，東部（工業団地・流通団地），災害医療拠点や広域防災拠点等とのア
クセス性を向上させるとともに，東側の仙台東部道路と，西側の東北自動車道とを国道48号経由にて一本の大動脈の
道路として繋げ，仙台市の都市活動を支える新たな東西交通軸の道路ネットワーク形成を図ることを目的とした。
併せて，市民協働にてX橋のモニュメント等を取り入れたり歴史的背景，都市景観に配慮しながら事業を進め，X橋の
歴史が仙台駅周辺地区のまちづくりと調和し，架け替え後も地域のシンボルとして永く親しまれることを目的とした。

事業効果
（効果一覧を参考に
具体的な効果を記入）

東西連絡機能が強化され，供用開始後の交通量は整備前に比べ約1.4倍と増え，特に東西を往来する観光バスや高
速バスの交通量が約13.7倍と大きく増加した。並走する東西の道路の交通量が約0.8倍に減少し渋滞緩和が図られ，
交通の転換・分散による本市中心部の交通の整流化が図られた。また，歩車分離やエレベータ新設等により，歩行者
は約2.1倍に増え，円滑な歩道空間の確保による回遊性，利便性や安全性の向上が図られた。

地元対応等
・地域住民との協働等
・合意形成等を図ったか
・地域に配慮した点

地域の意見を取り入れ，Xのデザイン照明灯や，レンガアーチだった旧橋を受け継ぐ景観モニュメントとしてレンガタイ
ル張の擁壁やサークルベンチを採用する等，市民協働にて宮城野橋の歴史的背景，都市景観に配慮したほか，旧橋
の石材を地元神社に利活用したり，地元主体で渡り初め式典が催される等，地域と一体的なまちづくりに取り組んだ。
周辺にはホテルや商業施設等が立地しているため，施工工夫にて交通規制の影響を軽減する等，地域へ配慮した。
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元寺小路福室線
（宮城野橋工区）

昭和時代の宮城野橋 （愛称名：Ｘ橋）
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都市計画図（用途地域図）
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【平 面 図】

橋梁区間 L=193.0m W=34.3m

事業延長 L=393.5m W=34.3～63.0m
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床版架設

A2A1 P1

仙台市中心部と，東部の工業・流通地域，

さらには災害医療拠点や広域防災拠点とが一
本の道路でつながりアクセス性が向上した。
また，東側は仙台東部道路，西側は国道48号
を経由して東北自動車道とが繋がり，仙台市の
都市活動を支える新たな東西交通軸の道路ネッ
トワークが形成された。

平成29年6月 全線供用開始

P2 P3 P4 P6P5 P7 P8

ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ L=70.6m W=5.0m
平成29年6月 供用開始

路線全体の進捗状況
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橋梁横断図 【一般部】 橋梁横断図 【跨線橋部】

側面図

横断図

本事業は，東北新幹線高架下かつ
東北本線上空といった狭隘な現場
制約等がある中，技術工夫を行い
ながら旧橋撤去や桁架設を行った
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平成22年1月撮影

全 景

事 業 後事 業 前
平成30年1月撮影

ペデストリアン
デッキ架替え

橋梁架替え
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並走する東西の道路の交通量が0.8倍に渋滞緩和
が図られ，宮城野橋に交通量が転換・分散されたこと
により、本市中心部の交通の整流化が図られた。

ペデストリアンデッキの架
け替えとエレベータ新設に
より円滑な歩道空間を確
保し，回遊性の向上が図
られた。

安全安心な歩道空間の整備により
人と車両の分離が図られ，安全性や
利便性が向上し，通行する歩行者が
2倍以上に増加した。

仙台駅東口には観光・送迎バス乗降場，仙台駅西側には宮交仙台高速バスセンターが
あることから，宮城野橋の架け替えで東西の連絡機能が強化されたことにより，バス交通
量が約13倍以上にも増加した。

上下が新幹線と在来線に挟まれている狭隘な現場制約や，東北一の列車運
行に支障のない4時間程度の作業時間制約に加え，仙台駅近接で密集する商
業施設や高層ビルに囲まれている都市部の環境条件下であったが，影響を抑え
る対策を駆使し，安全性を確保しながら，桁架設，旧橋一括撤去が可能である
技術を実証することができ，今後の類似工事への適用拡大の期待に繋がった。

【世界最大級の性能である吊上げ荷重
1250ｔクローラークレーンを用いて，
狭隘箇所においても旧橋の一括撤去が
可能であることを実証できた】

【桁後方に可動式耐震設備を設けることに
より，ラッシング箇所数の削減と設置に要
する作業時間の大幅な短縮を可能とした】

事業効果
片側1車線を6車線化する橋梁架け替えに
より，鉄道施設を横断する仙台の東西連絡
機能が強化され，自動車交通量が約1.4倍
に増加した。
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地元が主体となって「宮城野
橋渡り初め実行委員会」が立ち
上がり，鉄道を跨ぐ仙台の東西
地域が一体となって渡り初め式
典が行われ，市民協働にて約
100年の歴史と現代を繋ぐ大き
な架け橋の上下線完成を祝福
した。

レンガアーチだった旧橋の景観
モニュメントを取り入れたい地域
の意向を反映し，擁壁やサーク
ルベンチをレンガタイル張とし，
サークルベンチの一部には赤レ
ンガを組み入れる等，歴史的背
景，都市景観に配慮した。

【レンガアーチだった旧橋】

地域の意見
を取り入れて，
旧橋に使用さ
れていた石材
を地元の神社
の石畳として利
活用することに
より，宮城野橋
と地域，歴史が
一体となるまち
づくりに繋がっ
た。

【境内に設置された石畳と
そのＸ橋の歴史を記す案内板】

橋の形状よりX
（エックス）橋の
愛称で市民に古
くから親しまれて
きた旧橋であっ
たことから，地域
の意見を取り入
れ，Ｘ（エックス）
の文字をデサイ
ンした照明灯ポ
ールを採用し，
宮城野橋の歴
史的背景，都市
景観に配慮した

宮城野橋南側に
隣接する市街地再
開発事業での広場
を利活用し，歩道
と一体的な空間を
創出したことから，
街の賑わいや地域
活性化等のまちづ
くりが図られている
。

【地域主体の渡り初め式典】

宮城野橋の桁下には，東側西側ともに約900㎡の桁下
空間が生み出されることから，西側には自転車保管所と管
理事務所を設置し，市内でも多い仙台駅周辺の放置自転
車への対策として効果を上げている。
東側には，増加する市中心部の救急需要等に対応する
ため，救急隊専用の(仮)中心部救急出張所を整備予定で
現在詳細設計中であり，救急搬送時間の短縮や救命率の
更なる向上等，救急体制強化の効果が期待されている。

事業効果(取組)み
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平成29年度

土木学会東北支部総合技術賞
（東日本旅客鉄道株式会社東北工事事務所）

建設業界誌「建機グラフィックスVol.2（㈱芸文社）」掲載

受賞歴・報道資料
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